
審議期間　９月２９日～１０月２１日（２３日間）

日 次 月 日 曜 日 会 議 別 開議時刻 議　　事　　内　　容 備　　　　考

　１　再開

　２　審議期間の決定

　３　会議録署名議員の指名

　４　諸般の報告

　　　　議会事務局長

　５　議案の上程

　　　　提案理由の説明　（市長）

　　　　予算・条例等内容説明（企画財政課長等）

　６　監査委員報告

  ７　散会

第２日 9 月 30 日 火 休 会

第３日 10 月 1 日 水 〃 質疑・一般質問通告書の提出期限午前11時まで

第４日 10 月 2 日 木 〃

第５日 10 月 3 日 金 〃

第６日 10 月 4 日 土 〃

第７日 10 月 5 日 日 〃

第８日 10 月 6 日 月 本 会 議 午前１０時 質疑・一般質問

第９日 10 月 7 日 火 〃 午前１０時 一般質問

第１０日 10 月 8 日 水 〃 午前１０時 一般質問・議案の委員会付託

第１１日 10 月 9 日 木 休 会 午前  ９時 予算決算常任委員会（予算審査）

第１２日 10 月 10 日 金 〃 午前  ９時 総務文教常任委員会

第１３日 10 月 11 日 土 〃

第１４日 10 月 12 日 日 〃

第１５日 10 月 13 日 月 〃 体育の日

第１６日 10 月 14 日 火 〃 午前  ９時 産業厚生常任委員会

第１７日 10 月 15 日 水 〃 午前  ９時 予算決算常任委員会（決算審査）

第１８日 10 月 16 日 木 〃 午前  ９時 予算決算常任委員会（決算審査）

第１９日 10 月 17 日 金 〃

第２０日 10 月 18 日 土 〃

第２１日 10 月 19 日 日 〃

第２２日 10 月 20 日 月 〃

　１　委員長報告

　２　質疑・討論

　３　採決

　４　議員派遣

　５　散会

午前１０時

火 本 会 議 午前１０時第２３日 10 月 21 日

平成２６年土佐清水市議会第２回定例会９月第２回会議　審議期間日程表

第１日 9 月 29 日 月 本 会 議



1

順位 質問者 答弁者

1 市勢の活性化について

〇 人口問題について

〇 移住対策の実績と今後の施策は

〇 企業誘致について

○ 働く場の確保への取り組み

2 災害に強い郷土（まち）づくりについて

○ 土砂災害警戒区域について

〇 住民への周知は

〇 急傾斜地域の問題について

○ 県単・市単事業の件について

1 防災対策について

○ 自主防災組織について

○ 地元の各種団体の役割について

○ 避難場所における諸問題について

○ 災害後のケアについて

2 福祉について

○ 介護支援について

○ 高齢者福祉について

3 地域活性化について

○ 地域おこし協力隊について

1 魚価安定化方策について

○ 最近のメジカ魚価の推移

○ 宗田節の値段の推移

○ 安定に向けた話し合いの場を

2 休校中の学校施設の活用

○ 活用状況

○ 各学校の管理経費は

○ 柔軟な活用ができないか

3 トイレの設置について

○ 遍路道の公衆トイレ等はどのくらいあるか

○ 案内表示板の工夫を

○ ぜひ設置して欲しい

4 地方創生政策に対する取り組みについて

○ 早期の計画策定を

○ 中高一貫教育の実現

○ 清水高校への専門学科設置の推進を柱にしては

産 業 基 盤 課 長

市 長

発言（一般質問）通告一覧表

平成２６年土佐清水市議会第２回定例会９月第２回会議

質　　問　　内　　容

1

7番

小川　豊治　君

（一問一答）

2

危 機 管 理 課 長

まちづくり対策課長

市 長

3番

細川　博史　君

（一問一答）

危 機 管 理 課 長

市 長

企 画 財 政 課 長
市 長

企 画 財 政 課 長

学 校 教 育 課 長

市 長

3

6番

森　一美　君

（一問一答）

学 校 教 育 課 長

市 長

企 画 財 政 課 長

市 長

健 康 推 進 課 長

産 業 振 興 課 長

市 長



2

順位 質問者 答弁者質　　問　　内　　容

1 公の施設の有効活用について

○ 休廃校の利活用について

〇 休廃校の現在の利用状況について問う

〇 旧三崎小学校の目的外使用が可能となる時期はい

つ頃か

〇 地域再生の一助として公の施設の活用を

2 農業振興について

〇 本年の米価について問う

〇 飼料用米の奨励は必要ではないか問う

〇 耕作放棄地の解消に向けた取り組みについて

〇 関係機関とも連携し、農家の増収を図れ

〇 農業指導員の雇用等について

1 学校給食について

○ 学校給食の現状について

〇 学校給食の計画について

〇 学校給食実施上の留意点について

2 学校現場の多忙化解消について

○ OECD「国際教員指導環境調査」について

〇 学校現場の実態について

〇 長時間勤務・多忙化解消について

3 国保税について

〇 国保税引き上げへの市民の声について

○ 国保税の引き下げについて

1 人口減と市民生活について

○ 人口推移について

〇 財政見通しについて

〇 子育て支援について

2 地震津波災害対策について

○ 事業計画と予算について

〇 自主防災組織支援の現況と今後の活動支援につい

て

〇 津波避難タワーのこれまでの取り組みの経過と今後

の計画について

学 校 教 育 課 長

教 育 長

市 長

危 機 管 理 課 長

市 長

6

1番

田中 耕之郎 君

（一問一答）

企 画 財 政 課 長

福 祉 事 務 所 長

市 長

10番

岡﨑　宣男　君

（一問一答）

教 育 長

市 長

産 業 振 興 課 長

市 長

4

5

4番

前田　晃　君

（一問一答）

学 校 教 育 課 長

教 育 長

市 民 課 長
企 画 財 政 課 長
市 長



3

順位 質問者 答弁者質　　問　　内　　容

1 「元気で豊かな地方の創生」

○ どう立ち向かう

〇 課題は

2 空き家対策

○ 実情と対策

3 斧積地区「元気村おのづみ」

〇 高知新聞厚生文化事業助成決定となった背景

〇 学ぶべきことは何か

〇 今後にどう活かす

4 犬猫の飼い方

〇 改正動物愛護管理法施行から１年

人間とペットの関係はどう変わる

〇 その実態はどうか

1 地方創生とその対応と対策について

○ 地方創生を図るには、どのような事業を推進すれば

地域活性化に繋がるのか

〇 後継者対策について

〇 高齢社会に伴う高齢者の生きがい対策について

〇 人口減少に伴う対策について

〇 交流人口の拡大に伴う対策について

〇 若者の就労の場の確保について

〇 地方創生を今後どのように図るのか

2 地域防災計画について

○ 地域防災計画の改定について

〇 防災意識の向上を図る対策について

〇 危険空き家対策について

〇 実効性のある地域防災計画の改定について

1 土佐清水の活性化について

○ さかなのまち土佐清水の復活

〇 観光立市土佐清水を目指した観光産業の活性化

〇 一次産業の活性化で雇用の創出

2 防災対策について

○ 災害に強いまちづくり

3 教育・文化のまちづくり

○ ジョン万のふるさとの誇りとスピリットを兼ね備えた

教育・文化のまちづくり

4 高齢者福祉について

○ 地域包括ケアシステムの構築など心の通い合う福祉

のまちづくり

産 業 振 興 課 長

健 康 推 進 課 長

企 画 財 政 課 長

市 長

危 機 管 理 課 長

市 長

危 機 管 理 課 長

市 長

教 育 長

市 長

9

11番

仲田　強　君

（一問一答）

産 業 振 興 課 長

市 長

健 康 推 進 課 長

市 長

8

8番

西原　強志　君

（一問一答）

7

12番

武藤　清　君

（一問一答）

市 長

企 画 財 政 課 長
市 長

環 境 課 長

副 市 長

健 康 推 進 課 長

副 市 長



4

順位 質問者 答弁者質　　問　　内　　容

1 市斎場について

〇 年間の利用件数について

○ 道路整備の見通しについて

2 清水港のゴミ問題について

〇 清水港の利用隻数について

〇 外来船の利用隻数について

〇 昨年度の水揚げ高について

〇 外来船による賦課金の収入は？全体の何％？

〇 港にゴミ箱がないため海に捨てている実態について

○ 環境問題について

3 仮称「新清水保育園」建設の進捗状況について

〇 工事が遅れているのか？

〇 遅れているならば、その理由について

〇 自家用車で送迎する場合のルートは？

〇 園児数の推移について

○ 職員配置について

4 鳥獣被害について

〇 現在の被害の実態、概要について

〇 昨年度の被害額について

〇 被害の大きい地域について

○ 市としての対策について

10

2番

岡本　詠　君

（一問一答）

環 境 課 長
まちづくり対策課長
市 長

産 業 基 盤 課 長

市 長

福 祉 事 務 所 長

市 長

産 業 振 興 課 長

環 境 課 長

市 長
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